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抗菌的光線力学療法（a-PDT）は，光照射と光増感剤を用いて発生させた一重項酸素（1O2）

によって殺菌する治療法である．しかし 1O2 は不安定で発生後に数百ナノ秒程度で抗菌性

を失うため，バイオフィルム内へ浸透し，細菌に付着して効率的に殺菌を行う新たな光増感

剤が求められている．本研究では，光増感剤の金銀ナノクラスター（AuAg NCs），および

ローズベンガル（RB）をカチオン性の高分子であるキトサンで包含したナノゲル（(AuAg, 

3RB)@nanogel）を創製し，光線力学的特性を調べた．また，口腔内細菌 Streptococcus 

mutansを用いて，白色 LED照射による光励起(AuAg, 3RB)@nanogel の抗菌・抗バイオフ

ィルム性を評価するとともに，NIH3T3線維芽細胞を用いて細胞毒性を評価した．  

 AuAg NCs はキトサンナノゲルとの複合化によって 1O2生成量が増大し，さらに RB と

複合化することで，AuAg NCs から RB への共鳴エネルギー移動（RET）が発生し，さら

なる 1O2生成量の向上が示された．(AuAg, 3RB)@nanogel は S. mutansバイオフィルムへ

の浸透性を示し，光励起によって抗菌・抗バイオフィルム効果を示した．また光励起 (AuAg, 

3RB)@nanogelのNIH3T3線維芽細胞に対する細胞毒性は低いことが示された．以上より，

(AuAg, 3RB)@nanogel と白色 LED照射による a-PDTは，口腔内バイオフィルム感染症に

効果的である可能性が示された．  


